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(3)最高血圧曲線は血圧上昇値をY馳，時間をX 7. 関笥症性乾癖の 1例 
軸とすると	 11~O 合 57 才
Y =0.04352X2-2.495X+185.77である。 川名正義，石田清(館山〉
(4)自律神経毒に対し中等度陽性以上のものをあ 昭 29年 3月頃より匹囲に蜜産を生じ， 5月末より
げれば，アドレナリシ 17.21%，ピロカルピユ/15.56 耳閥抗こ落屑， 7月末より腎部， 陰股部場脊部，両
%，アトロピン 18.86%である。 下肢に爪甲大~手拳大の発疹を生ず。千大皮科にて
(5) 1=1=1等度陽性以上のものをもって敏感陽性と認 乾鮮として約4週治療， 8月末より脊部全体，腹部，
めたる場合，上田(春〉の分類に照せば 両腕に拡大， 9月になって両下肢容部に厚い痴皮を
I型 40例 E型 11例 E型 4例 生じ剥離すると出血した。此の頃から肩肝関節，肘
IV型 13例 V型 15例目型 38例 関節iに広痛あり，動かすのに骨がをれたとし、う。 10
国型 50例 四型 253例である。 月末に“湯の華"を入れた湯に 3回入り 1週で全身 
(6) (5)の分類を時間別の頻度と実数とより更に に発赤浸潤を来した。初診時(29.11.10)所見は全
分類すれば，次の 4型に分類される。 身に発赤浸潤を認め胸部顔面を除き厚き膜様の落J骨
即ち交感神経緊張症は血圧最高値曲線は 30'を谷 に被われ殊に腰部，両下肢，両腕に指指頭大~鶏卵
とする V字型，血圧最高値出現頻度は 10'を山頂と 大の Rupia様の痴皮あり，容易に剥離され，その
する直角三角型であり，脈f専比較的小数で、あ'る。即 部は発赤少〈湿潤する。肘関節は約直角にまげ，主主
ち循環系に対しては末中r:r作用強〈・，中枢作用弱L， 痛の為に動かさず， Wa-R. (一)， 尿はウロピリ
混合型は血圧最高値は交感神経緊張症と同様なる ン(十)，血像著斐なし。
も，最高値出現頻度は 15'を山頂とする V字型，脈 メルチオニン B129錠内服と 2cc皮注，叉 T.
博多し，即ち循環系に対しては，末梢，中枢作用何 T.G.50γ 皮注， ボールチゾグ及び親水ワゼリソ
れも強し。 塗布， 約 50日で関節症軽快，ーその後は頭部を除き
副交感神経緊張症，血圧最高曲線は 15'~20' を谷 Dermatitis (Erythrodermieりを遺す。.
とし， 25'を11頂とする W型にして，最高値出勤頻
度は 25'を山頂とするこ等辺三角型なれ即ち循環
乱跨床鎖設無縫合による男性側避雌手術
系に対しては末梢作用弱<，中枢作用強し。 和田平武
非充進型血圧最高値曲線は直線型にして最高値 女性避妊手術の代りに最近再性側の輸精管結蕊手
出現頻度は 20'を山頂とするこ等辺三角型なり。即 術が盛に行われるようになったd
ち末梢作用弱く中枢作用弱し。	 演者は輸精管結紫の極めて簡単な方法を紹介し
6. 腸蹴異物(ヒューズ〕の 1例 た。即ち皐丸上方約三糎{立の場所で精系から輸精管
が分れる部分を選んで皮下に輸精管をつまみ上げ，
山崎勲，大隅忠義(成田日赤〕
局麻の後約 1糎切開して輸精管を引出し電気凝固法
昨29年 3月 Onanieの目的で尿道内に挿入した によって約 1糎の長さを切除し，即ちに還納して手
約 30cmの長さのヒューズが跨脱内に迷入し，鰐脱 術を終る。此方法では局所及び身体の異常は無し、。
炎を惹起し患者が Anamneseを黙していたため約 叉最も心配される』性慾の減退及び性感の異常は全然 
3ヶ月間にわたって診断のつかなかった症例に遭遇 認められないことが 26例の手術患者のア yケ{ト
したので、報告する 0 ・ で判明した。
趨加 	 鮫島武臣(八王子〉 人口激増の調節方法のーっとして適応ある者に推 
33才の男子， 20年前に篠竹の切口の上に尻もち、賞出来ると J思う。
をつき爾後時折跨脱症状を呈して居たが昭和 28年 追加 斎藤豊一 
2月当科を訪れ篠竹を核とせる結石を発見して除去 精管をなるべく皮膚に近い所でつまみ上げておい
j 
した。 て局所麻酔を行うが，その際その注射針を麻酔し乍
議加 竹内勝 ら，つまみあげ、ておいた皮膚の反対側に突出してお
千大皮泌科教室で、経験した異物の種類は，ピ、ニ{ いて，注射器と注射針とをはづす。こうすることに
ノL管，体温計，電球，ガラス片，等があった。 より皮膚と注射針との聞に精管が入ることになるか
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ら以後の手術操作が易しい。ω 皮膚に縫合は不要で、あ
る。 
9. 1.ストマイに圏各残腎尿毒症の 1例
桜井得一
患者 47男性， 5年前1例結核腎摘出手術を受<， 
本年9月重症腸結核症状を発し，ギヒド守ストマイ 
10日間 10gにて完全に治L前跨脱症状を治するた
め 1週2問 0.5g宛注射し居たりしに，麻疹様発疹
次し、で尿毒症様昏睡になり死に総る。本症に特異な
事は，麻疹様発疹は自宅血液注射により 11=1にして
消槌した事及声音~抑夏を起した事で、あった。
2.ベエシリシアレルギーの激務なQl痕例
患者27才女，ズルブアシシ剤に高度の特異質あ
り，過去に於て約 35回のペニシリ γ注射の経験あ
り，最近注射部位に局所反応を見たりしに今回泊性
ぺ二シリン 30万単位の注射により直後心停充進，
顔面潮紅，上体音lC浮腫を起し重篤の症状を起した。
アレルギー体質の確実に有る者に対してはペニシリ
ン注射は注意すべきで、ある。
追加 ベエシ9シ副作用の 1症例
大枝墜(中保〉
30才業態婦定期検診にてワ氏反応陽性，油性
ペ二シリシ 30万単位 3回連日筋注するに該部より
全身に藷麻疹様症状発生，約20日後再度ペニシリ
シ油性 30万単位筋注するに約 6時間後より同様症
状発生， ぺニシリ y 副作用によるものと考え中止
す。 2ヶ月後淋疾にて懸渇ペニシリソ 60万単位 2日 
連用するも何等障碍がありませんでした。 
同一ペニシリンでも副作用に差異があるようにJ思
われますので御報告致します。
態加 [1崎 製J 
ストマイ疹は定型的のものでな<，湿疹様のもの
から脱却j性皮膚炎に至る各種のものがみられ多型的
であると思われる。
謹'加 • 百瀬同剛1一
Str 戸cinによる尿管閉塞でで、はないか。斯様臼陀epμtmy泊 
な場合には，宵腎、痩設置，腰部尿管痩設置，或は尿管
閉塞部の如何によつては，尿管一腸一跨脱吻合術を
試みるのがよいo
趨加 竹内勝
桜井先生の症例につし、て更に Scratchtest，Pas-
sive Ube工廿agung，Chemischの Dataをしらベ
て追求研究出来ればよかった。
最近ペニシリンアレルギ{の 1例を経験し， 但 1 
回の Penicillin-olinjektion により Sterberiせる
例も経験した。 
10.豆大腸脱結容と帝王切開後に起った蹄脱
結石の各1例に就て
亀田・威夫(横浜〕
1) 患者は 33才の智能中程度の男子。 19才の時 
に約 7c. c.の電線を尿道に挿入した処跨脱内に落
ちた。共の後 13年間大なる苦痛なきため放置した
処 1ヶ年前より跨l此炎の症状が出て来たので、来院し
た。 X線にて大なる跨脱結石を証明し得たので、翌日
結石を摘出した。結石主1I子では結石が巨大なので挟 
み得ず，数年前に巨大勝脱結石を 2個の大スプーン
で挟んで摘出したと同様に，今回も 2個の大スプ{
シを使用して楽に手術を終った。
手術前にX線で針金が結石中に判然と見られなか
ったが，摘出した結石をX線で検査して見ると，結
石のほぼ中央にU字形になった針金を証明し得た。
結石の性分は供覧後調べるつもりであるが，重量 
200 gで(7x5.6x4.8)糎の大きさを有して居った。 
X線の検査，跨脱鏡検査共の他の検査で，跨J1t結石
は極めて楽に診断し得，この結石の多くは非観血的 
に容易に処置し得る今日，重量 200gのしかも針金
を核とせる結石を見るのは珍らしし、と J思われる。
患者は年齢33才，従来報告された 300g以上の
結石患者の年齢は砂〈共34才で， この点でも珍ら
しい例と云えよう。
2) 帝王切開手術後に発生した跨耽結石
24才の婦人， 某病院で約半ヶ年前に狭窄骨盤の
ため碕王切開を得けた。近噴排尿困難があるので来
院した。
X線検査で大豆大の 2伺の結石畦証明し得たが，
跨脱鏡検査して見ると，跨脱前壁より 2木の縫合糸
が出て居り大豆大の結石は其の先tr詰に密着して居つ
た。手術用勝脱鏡で
は}商i高宅苦P王切開手術時に跨脱を{傷第けてこれを縫合した際 
tにこ，カツトグ{トを使用せずず、，絹糸を使用したため
に吸収されずず、，何カか、のi機幾会に絹糸が粘膜商に出て来
て，この組糸の先端に結石が出来たと相像された。
追加 桜井得一
十代の青年で、あったが，虫ゴムを跨脱に挿入して
来りし患者，之を肢耽手術によりて取り出したとこ 
ろ，其の長さは等身大以 i二で、あった。長い跨脱異物
では最長と思う。
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